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「考察」

　病棟の室長を引き受け1年と半年が経とうとしている。毎日が、葛藤であり、主任とはなんなのか？主任として仕事するにはどうすればいいのか？病棟の管理？と考えることが多くなった。事業計画を作成しているが、その目標でいいのか、その目標を達成する為にはどうするのかなど具体的に考えられていない。スタッフへの指導能力が身についておらず、甘さが出てしまっている。一気になんでもかんでも手をつけようとして中途半端になっていると感じる。今回研修に参加し、主任として実際に目指したい看護とは何かその理由をまず出し、その目標が、看護部の目標方針と照合してみて関連づけ、それらの看護を実現させるための手段を考えていくと言う事を学んだ。事業計画を見直す時期でもあり、考え方のヒントをもらい見直し考えてみたいと思う。

看護課としては、昨年度出来ていない、リハビリテーションプログラムの充実、体制作り・記録について・感染予防対策・環境整備（きれい基準）・医療材料の点検救急カートの点検システム管理など今後の課題となっている。スタッフ１人１人の意識不足、リーダーとなる管理者の認識不足が問題となっており改善していく必要がある。今までこうしてきたから、前はこうだったではなくなぜそれを実施しているのか、どうしていく事が必要なのか、無駄な事はないのか、改善できる事がないのかなど具体的に考えられるようにならなくてはいけない。現場管理者としてどう管理していくのかまずは私自身が意識を変えていく必要がある。今後、自分自身を振り返りどこが管理できているか。出来ていない所はなにか、それはなぜかを明確にしていく。そして、スタッフに根拠を持って仕事をしてもらいたい。その為にはどうすると良いのか考えていく。

今年度は新入職者が入っても1～3ヶ月すると退職してしまった。魅力ある病棟、やりがいがある仕事、スタッフが意欲的、元気になる為にはどうすると良いのか考えていく必要があると感じている。まずは主任である私自身が元気になる事。挨拶一つの行動でも意味があり、積み重ねていくことが必要。スタッフそれぞれにも問いかけ一緒に考えていきたいと思う。

言葉一つでも、それは何と聞かれ説明できなければ分かっていないということ。そういう場合は、「調べる」とうお話しがあった。分かっているつもりではいけないと感じた。まだまだ管理者としては未熟な面が多々あるが、自分から勉強していかなくては何も変える事は出来ない。

　

「研修要旨」

看護師長の役割の見直しと師長会の運営

　　　　　　－自分らしさを活かして周囲から信頼される管理ができるためにー

Ⅰ看護師長の現状と認識

1． 看護管理の陥り易い落とし穴

· 看護が分からない

· 看護を成立させることができない

· 医師的に振舞う

· 当院の理念の意味を説明できない

· 看護部方針と意味を説明できない

· 仕事ができない

· 自分が、当院の代表者・看護部の代表者として外部の人達と接していると言う事が分からない

· 当院の組織構成員であることの意味が分からず、チームワーク作りや参画が自己流になっている

· 引き受けている看護単位の方針を具体的に確立して看護職員に明示していない

· 現在の組織活動や業務遂行方法の評価を専門的にしない次々と新しいやり方を採用する

· からだを動かすことが実践していることと勘違いする

· 公的な場所以外の所で、他人の批判や悪口を言っている

· 言葉と態度が一致しない傾向にある

· 他人の行動を自分の価値観だけで批判して、教育の大義名分でその人の行動操作をする。

· 自分の存在や言動が周囲の人にどのような影響を及ぼしているか分かっていない

※自分の役割を見直してみる

　　

役割～特定の立場の人に関係者が期待する事や求める事について本人が引き受ける意志決定した任務や内容

　スタッフが

　医師が

師長が

主任が　　　　　　　　　　何を求めているか調べる

家族が　　　　　　　　　　自分の能力がある、引き受けられるかアセスメントし、引き受ける意志決定する

患者が

2． 看護職管理者に必要な能力

1）実力

①知覚力：物事に名前を付けた事柄、あるいは一つの考え方に名前を付けた事柄、すなわち「言葉」の意味を記述説明する能力のことで、一般に知識力と呼んでいる。

②思考力：一つの「問い」に関して関連知識を用いて、筋道を辿りながら自問自答して結論に達し、その過程を第三者に説明できる能力である。

③表現力：自分の「気持ち」や「思い」あるいは「願い」そして「意志」など認識形成過程の判断内容を外界に表現することで、その手段は「会話や話しなどの言語表現」「文字や文章による記録表現」「行為や動作などの態度表現」などが含まれる。

④関係力：他人との間で相互作用関係を形成して深化させる働きである。その性質はコミュ二ケーションの質に左右される。コミュ二ケーションとは、送り手と受け手の間の相互の意味形成・共通過程の働きである。

⑤仕事力：一定の目的に向けて、実際のTPOに応じて開始する自己の行為過程を管理しながら、期待する結果を生み出して記録にて証明する活動である。

⑥根拠力：先ず、自分の置かれている立場の意味を理解する力、次に自分の役割を引き受ける力、自分の行動の方向性を定める力、諸資源の活用条件を整える力、そして諸理論に基づいて自分の判断や評価に取り組める力など専門職としての「エビデデンス（根拠）」を説明できることである。

２）人間的魅力

①自己理解力：自己概念が明確に把握され、自分らしさを活かすことに熱意を注ぎ、自分を成長させる努力を継続して行っている。

②共感力：他の人たちのために時間と労力を費やすことが苦にならない価値観を持ち、他の人たちの気持ちや思いに関心を注ぎ受け止めて、その願いが、満たされるために一緒に考える態度を大切にする。

③影響力：今ここの状況の必要性を正確に判断し、その必要に応える行動をタイムリーに表現して、自他共に安心できる場を作り出す働きを大切にする。

④実行力：口約束で終わらない、話したことは実行する。そのことが信頼される条件になり、すぐに行為できない場合も、その理由とおおよその見通しを説明して、その時期に行為することが習慣化されている。

⑤ゆとり力：ゆとりは時間や、やることの多さとは関係ないことと心得る。何時でも、どんな状況でも、複数の選択肢を持ち、意志決定する時や判断を下す時、選択肢の中から今ここに応じた方法や考え方を選び出す態度が自分らしさを活かすことであり、心のゆとりを導き出すことにつながる。

３．関係者の期待に関心を持ち、応える自分、応えたい自分を見出し、周囲に役立つ師長を目指そう

1） こんな看護職を作らない、そんな師長が必要だ。

①看護技術に関する患者の声

· 「体温や食事量を尋ねるだけで、体に触ろうともしない」

· 「痛いと言っているのに、自分の意見ばかり言う」

· 「病気や薬の効能を聞いても知らない」

· 「説明が専門用語でわかりにくい」

· 「ナースコールを押しても、すぐに来てくれない」

· 「点滴を忘れたり、チューブの空気を抜かない」

· 「希望することを聞いてもらえず、同じ事を何度も言わされた」

· 「シーツを10日も変えてくれない」

②人間関係に関する患者の声

· 「虫の居所の悪い日は、取り付く島もない」

· 「『何かあったら言ってください』と言いっ放し、その何かも良く分からない」

· 「『ちょっと待ってください』が多すぎる」

· 「忙しいのにとブツブツ文句を言う」

· 「病室のドアを大きな音を立てて閉める」

③病院長の声

· 「病院や看護部の理念を知らない、看護部の方針を理解していない」

· 「患者や家族の方々に対して誠実でない」

· 「すぐに言い訳をして他人のせいにする」

· 「協調性に乏しく、和を乱す行動繰り返す」

· 「ヒステリックで感情の起伏が激しい」

· 「自分の知識や技術のレベルを知らないのに出来るつもりでいる」

④看護スタッフの声

· 「患者様の事をよく知っている師長」

· 「一緒にケアに入ってくれる師長」

· 「私達のことに関心を持ち言葉で示してくれる師長」

· 「私達の話を公正によく聴いてくれる師長」

· 「看護、看護、ばかり視野の狭い発想ではなく、世の中のことに眼を向けてもらえる師長」

· 「勉強しなさいといって自分は勉強しない人は信頼出来ない。自分も研修会や勉強会の輪の中に入って一緒に学習する師長。」

※それぞれの色々な声に、何が期待されているか、どんな意味があるのか考えてみる。

1、 師長として実際に目指したい看護とその理由

2、 看護課、目標方針と照合し関連を説明する

3、 それらの看護を実現させる為の手段

4、 看護体制

5、 チーム作り

・何をしていけば良いか、方針の提示

・分担を明確にする、自分がどういう仕事をするのか分かる、他の人の仕事が分かる

・お互いに協力し合えるルールを決める（文章に直す）

・お互いに持っている情報をタイムリーに交換しあう

6、 仕事の仕方基準を活用法を示す

・保助看法の改正～変えるということは新しく手順作りをしなくてはいけない

・指示の授受

・計画の基準

・実行

・評価

・報告

２）病院機能評価が求めている看護職

　機能評価は、病院医療・看護の機能を、中立的立場から、専門的系統的に審査して、一定の水準に達していると評価されたなら認定する活動である。病院機能は、「病院組織の運営と地域における役割」「患者の権利と安全確保と運営」「医療の質と安全のためのケアプロセス」「病院運営管理の合理性」「精神科に特有な病院機能」「療養病床に特有な病院機能」の８領域となっている。

　これらの項目から読み取れる事柄は、現時点で病院に期待されていることは、「患者の満足する医療・看護を組織活動によって提供する」ことであろう。看護職員は医療チーム構成員の専門職として、個々の患者の個別性にあった療養生活の援助を担い、必要に応じて患者の特殊性への処方内容の実施過程で診療の補助を担うことを通じて期待事項の実現に貢献する。また看護職員は看護実践サービスの過程で、組織の理念、方針の具現化、体現化を担うものである。

　したがって、病院組織と看護部門が同じ目標に向けて、具体的な方針を定めて、看護職員がそれぞれに行動に現すことが重要となる。これらの任務を意識しながら、看護の機能を発展させ看護の質を高めるためには、具体的な指針を持って看護サービスを開発しマネージする必要があり、その努力のプロセスを検証する手段として第三者病院機能評価を活用することであろう。

当院の看護部門、とりわけ各看護単位で目指している看護の質が妥当な水準であるか否かを第三者の機関に審査してもらうことは、専門的で客観的な評価認定がなされることを意味し、社会的に信頼できる病院として位置付けられるのみならず、当院の看護職員の努力と実績が認められることを意味するので患者満足度に伴い看護職員の満足度も保証され高められる。

看護師長の重要な任務の一つが患者への看護の質保証のマネジメントであることからも、機能評価が求められる看護像・看護職員像の確立は師長の主要な仕事と言える。

Ⅱ看護師長の役割

1． 基本的役割

1 当院の職員として実際に提示されている経営理念ならびに医療理念を理解して、日常の業務を仕事として遂行する諸活動にその理念を体現する。

2 当院の組織構成員として、看護部の方針に基づいて医療チームワークに協力的・連携的に参画し、看護チームワークの有効性に貢献する。

3 看護専門職として、個々の患者として通院あるいは入院する傷病者やじょく婦の療養上の世話の責任を引き受け、医師の指示や依頼に応じて診療の補助を担う。

２．管理者の役割

①マネージメント（管理）は「人間らしくする」「人間を大切にする」「人間を活かす」などがその本質に横たわっており、管理者は「個々の職員の力を信頼して引き出し、本人がその力を十分に活かす仕事の仕方が　出来る必要条件を整える働きを通じて、良い状態を維持しながら目的を実現させる」仕事であると認識すること。

②管理とは計画的に仕事を遂行することで、実践サイクルは「プラン（計画）」「ドゥー（実行）」「チェック（点検）」「アクション（評価・修正）」「プラン（計画）」というように螺旋階段を上るように目的実現に向け

　て進める技術である。

ⅰ計画

　１状況の必要性に基づく取り組み課題の選定

　２計画がなければ着手しない　計画作りに取り組む

　３計画基準に基づいて作成し、点検する

ⅱ実行

　１計画に従って実行する

　２前例に従うだけなら「ドゥー」のみ管理する

　３実行手順基準に基づいて行為し、点検する

ⅲ点検

　１実行内容と計画を照らし合わせて一致を確認する

　２実行結果と計画を照らし合わせて一致を確認する

３計画外の出来事の有無と対処方法や結果を点検する

４点検基準に基づいて確認し、点検する

ⅳ評価・修正

　１成功確認事項は計画の次の段階に進むことの決定

　２失敗確認事項は原因を究明して計画を立て直す

　３評価基準に基づいて取り組み、評価修正を点検する　念には念入れる

　４次のプランの質のサイクルに入る

③管理は「先見力」が命であり、状況の先取りといわれるくらい、近い将来の予測を元に現在どのような手を打つことが必要かを決定して管理サイクルを進める技術である。

３．看護管理の役割―患者への看護の質を保証する

1 看護管理は、「看護」の成立過程を対象にする管理であり、仕事の行動様式における管理と同じ技術を用いる活動である。

2 看護管理は、看護職員が個々の患者に向き合い、患者その人の「必要」に、具体的に「応える」ケアを通じて患者Yその人の中に健康上の望ましい変化を作り出す活動である。

師長は、それらの看護実践活動の事実を「看護記録」から把握し、妥当性を評価し、さらに目標に向けて看護実践が進められるように必要な管理活動を進める。

3 看護管理は、看護職員の看護実践過程が「患者中心」に進められるための必要条件を整える技術である。すなわち看護職員の直接的な看護実践過程が有効に進められるための間接的な看護実践過程である。

個々の患者に眼が向いていない師長のあらゆる管理は業務や職員の管理であっても「看護管理ではない」

看護の質の保証とは、患者にもたらすことが出来た「意味」であり「価値」である。その性質は、患者Yの中に生み出された健康上の変化であり、本人の中に形成された認識である。

当面の看護の質とは、看護実践がもたらした患者その人にとっての効果であり、「健康回復に向けた変化」であり、「満足体験」であり、「安全の保証」であり「希望」の育みといえる。

４．上司の意思決定を補佐する役割―ブレーン機能

①委譲されている看護単位の看護管理の責任を引き受け、対象とする患者・家族の方々に本当に良い看護を保証する。

②看護単位の看護管理の効果を生み出す手段として組織管理の責任を引き受け、実際の課題達成機能と集団維持機能そして両機能の調和を作り出す創造機能に取り組む。

③個々の患者の現状、診療の現状、看護活動の現状、看護職員の現状など正確で最新の事実情報をタイムリーに上司に報告する。

④日単位、週単位、月単位それぞれの運営計画を事前に上司に報告し必要な支援、了解を得る。

⑤上司の意思決定が有効に施行されるために、主体的に情報提供、資料提供、意見具申など協力、補佐、に取り組む。

⑥看護単位の看護職員一人ひとりをなくてはならない存在に位置付けるチーム編成する。

⑦実現させたい看護を絶えず探求し、患者から学び取り、看護職員から吸収して、その都度「かたち」にして提示する。

⑧全ての業務改善は、看護職員の問題意識や改善意識から導きだし、基準の改善と能力の改善を両輪にする。

⑨自分の成長への努力が看護職員の成長を左右することを実感し、共に「勉強」「訓練」「研修」に取り組む。

⑩その他の役割：環境変化への適応・法律変更への対応・診療報酬制度への対策・社会的要請への応答など

５．看護単位運営の役割―業務と職員の調和維持機能

①看護部方針に基づいて、当看護単位の看護師長の基本方針として具体化して看護職員に文章にて明示する。

②看護基準に基づき当科にて目指す看護を実現させるために、看護職員が「自己の目標」を定めてその目標志向の活動に取り組める助言を行い、実践に向けて動機付けを行う。

③職場における役割を各自が理解して主体的に遂行できるように、またお互いの役割を理解し合い、必要な支援を行えるよう指導する。

④個々の患者や家族の人々の「生命と安全を譲り」「日々の生活過程を安楽に支え」「その人の個別性を尊重する」活動を単位組織で「効率的」に「効果的」に、そして「安全」に取り組むルールを互いに遵守できるように支援する。

⑤三交替制度と組織分担ならびに業務分担制度に基づく看護活動にぴて個々の患者への看護の一貫性と看護の継続性を作り出す「情報交換」と「意見交換」がタイムリーに行われるシステムの確立と看護職員の能力　改善を進める。

⑥個々の看護業務は、業務概念基準を土台に、業務ごとの基準を作成して活用できるように整える。看護職員は個々の業務を仕事として遂行することが求められているので、各自が自己の行為過程を管理しながら期待する結果を生み出して記録で証明できるように訓練する。

⑦看護単位に所属する看護職員の「集団維持機能」が有効に進められる条件を整え、その機能を通じて必要業務をやり遂げられる「課題達成機能」を管理しながら、両機能の調和を維持できる条件を整える。

⑧師長の参謀としての「主任看護師」は、看護活動における状況アセスメントの専門職として、師長の看護管理上の意思決定を補佐する貴重な「判定職」としての人材せあるから、その人の持てる力の発揮への援助ならびに主任との話し合い（一日に最低2回）、そして、「研修―教育」としてのOJDに共に取り組む。

⑨看護職員の「研修―教育」働きに関して、日常業務は主として個別的課題ごとにOJTに計画的に取り組み、判断業務や技術業務の知識お習得は、主として院内あるいは院外OFF・J・Tを計画的に活用できる配慮を行う。いずれも勉強や研修は看護職員が自ら取り組むことであるから、個々の学習計画を作成して実践できる過程を師長は支援すること、次に、要請が来たら必要な教育手段を選んで実施する。相談が来たら応じる。師長も看護職員も未経験の課題に関しては、一緒に取り組む機会を計画的に設ける。

⑩看護師長会は、看護部長の意思決定を組織的に補佐する会議で、定期的に開催される公的な組織である。

　・各師長は師長会の構成員として「会議」の理論と技術に基づいて参画し、その目的実現に貢献する。

　

・師長会議参加は自己の看護単位を不在にするので、その間に看護職員の活動に支障が生じないように手はずを整える。

　

・師長会議は看護単位の看護職員を代表して参加するのだから、事前に職員の行動と認識の特徴を把握し、必要な活動報告と結果報告を資料として準備する。

・師長会議は個々の患者への看護の質の保証管理の責任を協議する場であるから、一定期間の看護実践活動における看護の質の評価内容を報告書に要約して師長間で共有し、その後の方向性を見出す。

・師長会議は、それぞれに引き受けている看護単位の職場の活性化状況を知り合って、意欲的に行動できる職場づくりの計画を練る場であるから、そのための知識の勉強、関連情報の収集、職場教育効果の評価などの準備をして会議に臨むこと。

・師長会議は「自分が話す」「他の人の話を聴く」「互いに話し合う」「疑問を解決する」「結論に到達する」「行動計画の確認を行う」「看護職員への伝達と助言事項の確認」「次回の課題を確かめる」などが主要な仕事であるから、管理サイクルを実践しながら取り組むことが必須である。










